
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
の
重
要
な
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書

の
提
出
の
代
わ
り
に
“
医
療
費
控
除
の
明
細

書
”
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署
か
ら
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た

医
療
費
通
知
（
健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す

る
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」）
を
添
付
す
る
と
、

明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
が
、
次
の
６

項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
等
の
氏
名
、
②
療
養
を
受
け
た

年
月
、
③
療
養
を
受
け
た
者
、
④
療
養
を
受

け
た
病
院
・
診
療
所
・
薬
局
等
の
名
称
、
⑤

被
保
険
者
等
が
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
、
⑥

保
険
者
等
の
名
称

　

①
～
⑥
項
目
の
う
ち
、
一
つ
で
も
欠
け
て
い

る
と
申
告
で
は
使
え
ま
せ
ん
。

※
「
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

に
係
る
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
“
医
療
費

控
除
の
明
細
書
”
の
代
わ
り
に
添
付
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い（
本

市
・
県
民
税
の

申
告
相
談
が

２
月
16
日
㊎

か
ら
始
ま
り
ま
す

　
申
告
書
等
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
法
定
記
載
事
項
で

あ
る
た
め
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）の
確
認
」と「
本
人
確
認
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

申
告
相
談
へ
お
越
し
に
な
る
と

き
は
、申
告
す
る
方
全
員
分
の
「
通

知
カ
ー
ド
」
と
「
本
人
確
認
書
類
」、

ま
た
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」
を
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で

提
出
の
場
合
も
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。）

　

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
、
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭
の
期
間
で

行
い
ま
す
。
申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
、
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
日
程
は
広
報
１
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
、
必
ず
受
付
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係　
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ま
た
は 

各
支
所
市
民
生
活
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

人
負
担
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
）。

　

医
療
費
控
除
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
願
い

①
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
、必
ず
「
収

支
内
訳
書
」
ま
た
は
「
月
別
集
計
表
」
を
作

成
し
て
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費
控

除
明
細
書
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
の
明
細
書
を
作
成
し
て
、
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
、
市
役
所
本
庁
舎
・

支
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
を
受
け
る
人
は
、

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
へ
の

取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
予
防
接

種
の
領
収
書
や
健
康
診
断
の
結
果
通
知
な
ど
）

の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
で
す
。

※
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
人
で
、「
収
支

内
訳
書
」
ま
た
は
「
月
別
集
計
表
」
を
作
成

し
て
い
な
い
人
、
ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人
で
明
細
書
を
作
成
し
て
い
な
い
人
は
、

申
告
相
談
の
時
間
短
縮
の
た
め
、
会
場
で
ご

本
人
に
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
土
地
・
建
物
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
、
先
物

取
引
・
山
林
所
得
、
雑
損
控
除
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
１
年
目
）
の
あ
る
人
は
、

庄
原
税
務
署
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確定申告書用紙の送付が変わります 確定申告会場は
２月16日㈮から開設します　平成 28 年分確定申告で、下記の関係団体などで相

談して申告書を提出した方へは、お知らせのはがきま
たは通知書を送付して、確定申告書の送付をしないこ
ととしています。ご理解とご協力をお願いします。 　庄原税務署での確定申告の相談は、 ２月 16 日㈮から

税務署２階で開設する確定申告会場でお受けしています。
　なお、２月 15 日㈭以前でも、郵送・窓口提出は受け
付けています。
※市役所での確定申告の受け付けは、２月 16 日㈮から
３月 15 日㈭までとなります。

※前年の申告で納
付をしているなど、
納付書が必要と思
われる方に対して
は、お知らせのはが
きに代えて通知書
を送付します。

庄原税務署からのお知らせ

関係団体 平成29年分送付物

税理士 送付なし

青色申告会 お知らせはがき（※）

商工会・商工会議所 お知らせはがき（※）

庄原市役所 お知らせはがき（※）

と
あ
り
ま
す
が
、昭
和
43
年
に
廃
寺
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ヒ
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
針
葉
樹
の
一
材
よ

り
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。脇わ

き
し
ゅ手
の
う
ち
２
本

を
頭
上
に
挙
げ
、そ
の
上
に
化け

ぶ
つ仏
を
の
せ
る

清き
よ
み
ず
で
ら
し
き

水
寺
式
と
呼
ば
れ
る
千
手
観
音
像
で
す
。

頭
上
に
11
の
顔
面
（
う
ち
１
面
は
亡
失
）が

あ
り
、胸
の
前
で
合
掌
し
、膝
の
上
で
手
の
ひ

ら
を
重
ね
て
宝ほ

う
は
つ鉢
を
の
せ
て
い
ま
す
。頭
上

に
挙
げ
た
脇
手
の
ほ
か
に
、左
右
各
18
本
の

手
（
左
右
と
も
各
１
本
亡
失
）が
あ
り
、合
計

で
42
本
の
手
が
あ
り
ま
す
。

　

仏
教
で
は
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
と
い
う

３
界
に
全
部
で
25
の
世
界
が
あ
る
と
い
う
考

え
（
三
界
二
十
五
有
）が
あ
り
ま
す
。千
手
観

音
は
、胸
の
前
で
合
掌
す
る
２
本
の
手
を
除

い
た
40
本
の
手
の
一
本
一
本
が
そ
れ
ぞ
れ
25

の
世
界
に
届
く
の
で
、千
本
分
（
25
×
40
）の

力
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
畿き

な
い
ぶ
っ
し

内
仏
師
の
作
と
見
ら
れ
る
優
れ

た
出
来
栄
え
で
す
が
、金き

ん
で
い泥
塗
り
や
台
座
の

造
り
な
ど
が
甘
く
、そ
れ
ら
は
後
世
の
仕
事

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

厨
子
は
仏
像
を
安
置
す
る
仏
具
で
、黒
漆

塗
を
塗
ら
れ
て
お
り
、背
面
に
は
「
明
応
八

■
（
ネ
＋
己
…
「
年
」の
意
か
）己
未
十
二
月

日
彫
像
」と
朱
漆
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。本
像

と
一
具
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、製
作

年
代
は
こ
の
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

厨
子
入
り
の
千
手
観
音
坐
像
は
全
国
的
に

も
珍
し
く
、加
え
て
市
内
は
も
と
よ
り
広
島

県
内
か
ら
も
清
水
寺
式
の
千
手
観
音
像
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、重
要
で
注

目
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

戦
国
時
代
、黒く

ろ
い
わ
じ
ょ
う

岩
城
を
本
拠
地
と
し
て
口

和
町
西
部
を
支
配
し
て
い
た
泉
氏
の
菩
提

寺
、黒く

ろ
い
わ
ざ
ん
し
ょ
う
が
く
い
ん

岩
山
松
岳
院
の
本
尊
と
し
て
伝
来
し

た
千
手
観
音
像
で
す
。広
島
藩
が
江
戸
時
代

に
ま
と
め
た
地
誌
で
あ
る
「
芸げ

い
は
ん
つ
う
し

藩
通
志
」に

よ
る
と
、松
岳
院
は
初
代
黒
岩
城
主
で
あ
っ

た
泉い

ず
み
さ
ぶ
ろ
う
ざ
え
も
ん
ひ
さ
か
つ

三
郎
左
衛
門
久
勝
に
よ
り
創
建
さ
れ
た

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
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市
教
育
委
員
会
は
、「
木
造
千
手
観
音
坐

像
」を
新
た
に
庄
原
市
重
要
文
化
財
に
指

定
し
ま
し
た
。

　
庄
原
市
奨
学
金（
貸
付
）制
度

【
受
付
期
間
】　
２
月
16
日
㈮
～
４
月
16
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
間
内
必
着
）

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

◆
父
母
（
父
母
が
い
な
い
場
合
は
、父
母
に
代

わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る
方
）な
ど
が
、１
年

以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

◆
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

◆
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

◆
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。（
所
得
制
限
あ
り
）

◆
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

◆
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

【
提
出
書
類
】

◆
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書　

＊

◆
誓
約
書　

＊

◆
父
母
な
ど
の
住
民
票
の
写
し

◆
父
母
な
ど
の
直
近
の
市
・
県
民
税
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書
（
平
成
28
年
分
）

【
利
率
】　
無
利
子

【
返
還
免
除
制
度
】

　

こ
の
奨
学
金
は
、卒
業
し
た
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
６
カ
月
を
経
過
し
た
後
10
年
以
内

に
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
市
内
定

住
促
進
の
た
め
、奨
学
金
の
返
還
開
始
か
ら
３

年
以
上
庄
原
市
内
に
居
住
し
、そ
の
間
の
返
還

金
と
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
が
そ
の
後
も

引
き
続
き
庄
原
市
内
に
居
住
す
る
場
合
は
、返

還
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区　分 自宅通学 自宅外通学
高等学校
専修学校

（高等課程）

国公立 18,000円 23,000円

私立 20,000円 25,000円

大学
国公立 30,000円 35,000円

私立 41,000円 48,000円

短期大学
専修学校

（専門課程）

国公立 30,000円 35,000円

私立 40,000円 45,000円

高等専門学校
各種学校など

国公立 20,000円 25,000円

私立 30,000円 35,000円

【貸付月額】 ◆
入
学
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
在
学
証
明
書

◆
作
文　

＊

◆
認
定
所
得
金
額
計
算
書　

＊

◆
そ
の
ほ
か
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る

書
類

＊
の
書
類
は
、教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教

育
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

在
学
、
進
学
す
る
生
徒
や
学
生
を
対
象
に
、

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４
‐
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‐
１
１
８
２

平
成
30
年
度

庄
原
市
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す

１
　
木も
く
ぞ
う
せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん
ざ
ぞ
う

造
千
手
観
音
坐
像
　
１
躯た
い

附つ
け
た
り

厨ず

し子

木造金泥塗り
像高：16.7cm
光背：総高20.2cm、舟形
台座：総高11.7cm
厨子：縦 24.8cm、横 32.7cm、高 39.9cm
室町時代（明応八年＝1499年）
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